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館
で
記
者
会
見
し
「
上
映
中

止
や
政
治
圧
力
に
抗
議
す

る
」
な
ど
と
訴
え
た
。

靖
国
を
撮
影
し
た
李
櫻

（
リ
イ
ン
）
監
督
も
出
席
し
、

有
村
治
子
参
院
議
員
が
「
靖

国
刀
」
を
作
り
続
け
る
出
演

者
の
刀
匠
か
ら
事
情
を
聴
き

「
出
演
シ
ー
ン
の
削
除
を
希

望
し
た
」
と
主
張
し
て
い
る

一
．
」
と
に
「
作
品
が
成
立
で
き

な
い
よ
う
働
き
掛
け
て
い
る

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田
原
総

一
朗
さ
ん
は
「
隠
し
撮
り
せ

ず
正
面
か
ら
撮
影
し
て
お

り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
入
っ

て
い
な
い
。
偏
向
と
か
反
日

と
決
め
付
け
る
の
は
間
違
い

だ
」
と
内
容
を
評
価
。
上
映

中
止
に
つ
い
て
は
「
映
画
館

の
親
会
社
が
問
題
に
な
っ
て

は
困
る
と
考
え
た
。
そ
う
い

う
日
本
社
会
を
責
め
る
べ
き

た
い
も
の
を
見
る
権
利
が
奪

わ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。

「
靖
国
」
に
文
化
庁
の
所

管
法
人
か
ら
助
成
金
が
出
て

い
る
点
を
国
会
議
員
が
問
題

視
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
映
画
監
督
の
是
枝
裕
和

さ
ん
は
「
第
三
者
機
関
で
審

査
す
る
助
成
金
の
使
い
道

に
、
税
金
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
と

言
っ
て
政
治
家
が
ロ
を
挟
む

の
は
お
か
し
い
」
と
話
し
た
。

雇
し
た
。

農
協
に
よ
る
と
、
女
性
は

組
合
員
の
貯
金
口
座
か
ら
、

肥
料
な
ど
の
購
入
代
金
を
組

合
の
口
座
に
振
り
替
え
る
業

務
を
担
当
。
二
〇
〇
六
年
十

一
月
か
ら
今
月
四
日
ま
で
、

三
百
八
十
二
回
に
わ
た
っ
て

不
正
に
現
金
を
引
き
落
と
し

私
的
に
保
管
。
借
金
返
済
や

生
活
費
に
流
用
し
て
い
た
。

四
日
に
組
合
員
か
ら
肥
料

宮
越
父
通
（
仙
台
市
泉
区
）

が
乗
務
員
の
飲
酒
規
制
を
強

化
し
た
労
使
協
定
を
、
協
定

締
結
前
の
行
為
に
適
用
し
懲

戒
処
分
に
し
た
の
は
違
法
だ

と
、
同
社
の
五
十
歳
七
四
十

三
歳
の
運
転
手
の
男
性
二
人

が
処
分
の
取
り
消
し
な
ど
を

仙
台

高
裁

「
飲
酒
規
制
す
で
に
周
知
」

不登校や薬物依存、ニート・・

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
っ

蔵
王
い
こ
い
の
里
の
岩
川

耕
治
理
事
長
は
「
本
人
や
家

族
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
ん

で
し
専
つ
と
、
泥
沼
に
入
っ

た
計
ま
解
決
策
を
な
か
な
か

探
せ
な
い
。
身
内
だ
け
で
何

と
か
し
よ
う
と
せ
ず
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
来
場

不登校や引きこもり、ニート、薬物依存など、
さまざまな悩みを抱えた青少年の自立支援活動
をしている宮城、山形、福島県のNPO法人3
団体が26日から、「青少年自立支援・南東北連携
フォーラム」を各県で相次いで開催する。南東

北ではこれまで、自立支援施設間の連携が十分
ではなかったといい、多様なニーズに対応して
連携を強化することにした。

⊂3県NPOが企画コ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
共
同
で
開

催
す
る
打
は
ミ
ヤ
ギ
子
ス

セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）
、
東
北

青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー

蔵
王
い
こ
い
の
里
（
上
山

市
）
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

て
報
告
。
不
登
校
、
薬
物
依
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

存
な
ど
か
ら
自
立
す
る
た
め
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
入
場
無

に
は
何
が
大
切
か
な
ど
を
l
訴
料
毒
前
申
し
込
み
は
不
考

え
る
。
こ
の
後
、
各
団
体
の
連
絡
先
は
蔵
王
い
こ
い
の
里

ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
来
場
0
2
3
（
6
7
9
）
4
0
0

者
の
相
談
に
も
応
じ
る
。
∴
5
。
開
催
日
、
会
場
は
次
の

兆
日
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
A
・
L
う
つ

み
ね
健
康
学
園
（
郡
山
市
）
。

三
団
体
の
代
表
者
が
そ
れ

ぞ
れ
約
三
十
分
間
ず
つ
講
演

し
、
青
少
年
が
社
会
的
に
自

立
す
る
ま
で
の
事
例
に
つ
い

青
森
、
岩
手
、
秋
田
の
北

東
北
三
県
で
は
、
自
立
支
援

施
設
や
親
の
会
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
る

が
、
南
東
北
の
三
県
で
は
こ

う
し
た
連
携
は
ほ
と
ん
ど
見

通
り
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
一
時
半
－
四
時
半
）
。

2
6
日
＝
遊
学
館
（
山
形
市
）

▽
5
月
日
日
＝
ビ
ッ
グ
ア
イ

（
郡
山
市
）
▽
5
月
1
8
日
＝

仙
台
市
民
会
館

求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審
判
決

で
、
仙
台
高
裁
は
十
日
、
処

分
が
「
懲
戒
権
の
乱
用
」
に

当
た
る
と
し
て
、
同
社
に
対

し
二
人
に
各
五
十
五
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
仙
台
地
裁

判
決
を
取
り
消
し
、
二
人
の

請
求
を
棄
却
し
た
。

判
決
に
よ
る
と
、
二
人
は

二
〇
〇
四
年
三
月
と
六
月
、

そ
れ
ぞ
れ
仙
台
市
か
ら
千
葉

県
と
大
阪
府
ま
で
高
速
バ
ス

を
運
転
。
一
人
は
千
葉
で
酒

を
飲
み
、
約
十
時
間
眠
っ
た

後
、
午
後
八
時
に
帰
路
の
バ

ス
を
運
転
。
も
う
一
人
は
大

阪
で
酒
を
飲
み
、
約
七
時
間

半
眠
っ
た
後
、
午
後
七
時
に

復
路
の
バ
ス
を
運
転
し
た
。

同
社
は
〇
五
年
三
月
、
行
き

先
地
で
の
飲
酒
を
禁
じ
た
協

定
を
労
組
と
締
結
し
、
同
年

十
一
月
、
協
定
違
反
を
理
由

に
一
一
人
を
休
職
三
日
の
懲
戒

意
欲
作
∴
に
‥
鋭
－
－
い
∵
視
線

河
北
美
術
展

審
査
始
ま
る

仙
　
　
台

二
十
五
日
に
開
幕
す
る
第

七
十
二
回
河
北
美
術
展
（
河

北
新
報
社
、
河
北
文
化
事
業

団
主
催
、
特
別
協
賛
・
J
A

L
）
の
作
品
審
査
が
十
日
、

仙
台
市
青
葉
区
の
市
青
葉
体

育
館
で
始
ま
っ
た
。

今
回
の
応
募
数
は
日
本
画

百
五
十
三
点
、
洋
画
九
百
七

十
四
点
、
彫
刻
三
十
五
点
の

三
部
門
合
わ
せ
て
千
百
六
十

二
点
。
こ
の
う
ち
洋
画
、
彫

刻
の
審
査
が
行
わ
れ
、
洋
画

は
中
山
忠
彦
、
島
田
鮎
子
、

薮
野
健
の
三
氏
、
彫
刻
は
能

島
征
二
氏
が
担
当
し
た
。

各
審
査
員
は
一
点
ず
つ
作

品
を
チ
ェ
ッ
ク
。
「
ま
じ
め

な
作
風
に
好
感
が
持
て
る
」

「
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
若

手
だ
」
な
ど
と
批
評
し
な
が

ら
選
考
を
進
め
た
。
審
査
は

十
古
も
線
け
ら
れ
、
日
本

画
は
那
波
多
目
功
一
、
福
田

千
意
の
二
氏
が
当
た
る
。

入
賞
・
入
選
作
は
二
十
五

日
付
河
北
新
報
朝
刊
で
発
表

す
る
。河

北
美
術
展
は
五
月
七
日

ま
で
、
青
葉
区
の
藤
崎
本
館

七
、
八
階
催
事
場
で
開
か
れ

る
。
入
場
料
は
一
般
・
大
学

生
七
百
円
、
高
校
生
五
百
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。

話し合いながら秀作を見極めた洋画部門の審査
＝仙台市青葉体育館
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人
「
紀
元
会
」
会
員
奥
て
　
ノ
こ
理
由
で
「
奥
野
さ
ん
が
暴
行
盲
に
奥
野
さ
ん
に
集
団
暴
行
盲
地
域
ス
タ
ッ
フ
志
賀
耕
二

姦二蓼

‖
当
時
ぎ
ニ
〕
＝
屑

拒
生
が
姦
「

こ
。

四
二
〕
こ
、
亮
J
R
也
抽
窮
ま


